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1． RICE 大学での研究活動 

Rice 大学では Bioengineering の Gang Bao 教授の研究室で遺伝子編集に関する研究

を行いました。内容としては CRISPR/Cas9 と呼ばれる最新の遺伝子編集技術を用いた

際の意図しない遺伝子切断(Off-target effect)を防ぐために潜在的に Off-target effect を
特定するという研究です。そのプロジェクトの一部として今夏は CRISPR/Cas9 のカッ

ティング効率を調べるなどを行いました。 
2． 研究活動における日米の違い 

 日米における研究活動の違いは大きくは資金の違いがあると感じました。資金量の違

いから生じる設備面、人材面での違いがアメリカの研究力を強く支えていると考えます。 
私の所属する研究室も慶應義塾大学内では 10 指に入るほど科研費を獲得していますが、

それと比べても大きな差を感じました。例えば慶應義塾大学ではシェアして使われるよ

うな機器を研究室単体で所有しています。また研究室において実験操作専門の

Researcher を抱えており、学生のみで研究を行うことが多い日本との違いも強く感じ

ました。 
3． 米国の文化・生活面での発見・苦労等 

 日本のホスピタリティは日本一であるといったことをよく聞きますが、アメリカの

人々も日本と同様に優しく接してくれる人が多いように感じました。例えば道を聞いた

際にどの人も優しく教えてくださったり、困った際に何かをお聞きすると丁寧に教えて

くださったりしてくださいました。ただ 1 つ異なるのは自分から積極的に聞いてかなけ

れば誰も教えてくれないということです。そのような意味においてアメリカで生活して

いくには主体性が必要だということも学びました。 
4． 本プログラムの参加の成果・意義 

 本プログラムに参加することができた意義は 2 つあります。1 つは研究において様々

な繋がりを得ることができたことです。例えば Gang Bao 教授から来年 Ph.D.を挑戦す

るにあたり参加したい様々な研究室を紹介していただきました。また、Columbia 大学

において Samuel Sia 教授とディスカッションをすることができたことも収穫でした。

2 つ目は Bioengineering の分野の研究をすることができたことです。私が将来的に研

究しようとしている Microfluidics は学際的な研究分野です。そのため Microfluidics を

研究していくには生物学の知識や流体の知識など幅広い知識が必要となります。そのよ

うな意味で日本の研究室での研究分野以外の領域を研究することができたことは私に

とって大きな収穫であったといえます。 
5． その他 

 日本の研究室に所属すると人間関係がかなり限られてしまいます。私自身も研究室の

仲間としか出会わない生活を続けていましたが、このプログラムに参加することで通常



ならば会うことがなかったであろう人々に会う機会を得ました。JP-Fellows を含めそ

れぞれの人が異なる考えや視点を持っています。そのような新たな価値観に触れること

ができたこともこのプログラムに参加できてよかったことの一つです。 


